
　腎臓に袋状の空洞が無数にできる「多発性のう
胞腎」。腎臓が次第に大きくなり、腎機能を低下さ
せる遺伝性の病気です。いまだに根治療法はありま
せんが、新薬の開発が進められ、国の医療費助成
の対象となる「指定難病」に認められるなど、治療
環境は改善されてきています。

【病気の特徴は？】
　腎臓に、水がたまった袋状の空洞「のう胞」が多
数発生し、腎臓が大きくなります。腎臓の働きが徐々
に低下し、約半数の患者様で透析療法が必要に
なります。原因は遺伝子の異常で、4千人に1人が
患っていると推定され、遺伝性疾患としては最多と
報告されています。両親のどちらかが患っていれば、
50%の確率で子どもに遺伝しますが、病状や進行
の早さなどは個人差があります。

【どのような症状が現れるの？】
　幼少期は自覚症状がありません。成人期以降、
のう胞が大きくなるにつれて、腎臓が通常の20~30
倍の大きさになり、おなかの張りや痛みが目立って
きます。食欲不振や血尿、発熱などを伴うこともあ
ります。また、高血圧や脳動脈瘤などの合併症を引
き起こすことがあります。

【どんな治療法があるの？】
　根本的な治療法はありませんが、「のう胞」の増大
を抑制し、腎機能を温存するトルバプタンという薬が
開発され、2017年に発刊された最新のガイドライン
で最も高い評価の位置づけとなっております。当院
ではまず平日5日間の入院スケジュールでその治療
を開始し、退院後も継続的な治療に取り組んでおり
ます。

　また、現在多発性のう胞腎は、医療費助成が受
けられる指定難病に認められており、自己負担額を
軽減する事が出来るようになり、以前よりも治療がよ
り受けやすい状況になっています。

【検査はいつ、どのようにすれば良いの？】
　まず、家系にこの病気を患っている人がいるのか
が大きな決め手です。血液検査や腹部超音波（エ
コー）、核磁気共鳴画像装置（MRI）などを受けて
下さい。最も怖いのは自覚が無く、病状が悪化して
気付き、病院に来ることです。今は病気の進行を
遅らせ、合併症を防ぐことができます。そのために、
病気を怖がらず、早期発見する事が大切です。
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